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子 ど も たちの社会力 を育て る た め には， 学校， 保護者， 地域の連携が重要である。 地域
性が薄れ， 地域におけ る 人 間 関係が希薄にな る 中 で， 自 分の住む地域 を愛する児童を育て
る こ と や地域の伝統や文化を担 う 役割を学校は求め られてい る 。 本研究では学校， 保護者，
地域が協力 しなが ら 学習 を進めてい る 先行研究について検討 し， 三者が連携 し な が ら進め
る 地域学習のカ リ キ ュ ラ ム を提案する。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
1996 年 7 月 の 中央教育審議会の答申 では， ["生
き る力j の育成が強調 さ れている。 ま た， 同答申
は 「子供た ち を取 り 巻 く 家庭や地域社会の現状」
と して， 家庭や地域社会の教育力 の低下を指摘 し
ている。 こ こ でい う 「生き る力」 と は， ["確かな学
力J ["豊かな心J ["健やかな体」 であ り ， 学力や人
間性， 健康や体力 と いっ た幅広い も のを含んで、い
る。
門脇厚司 (2002) は， ["人が人 と つな が り 社会 を
つ く る力J を 「社会力」 と 定義 し， ["文部科学省が
い う 『生き る力』 の 中核的な部分は， 私のい う 『社
会力』 と ほ と ん ど同 じであ る 」 と 位置付けた。 そ
の上で， 門脇 ( �子 ども の社会力J， 1999) は社会力
の真価を次の よ う に述べてい る。
(略) 社会力 の真価は， 社会への強し 1関心
か ら ， 社会の改良 と 変革に向 か う こ と に
あ る のであ り ， 他者への熱い共感を動力
に して， 利他的行動ない し 向社会的な行
動へ と 向か う と こ ろ に あ る。
他者 と かかわ り なが ら ， 社会に働 き かけ， 社会
を変えてい く 力は， グ ロ ーバル化 した社会 を生き
てい く 子 ど も たち に と っ て， 必要不可欠な力であ
る と 考 え る。
し か し， 平成 17 年度版文部科学白書によれば，
6 割近 く の保護者が， 近所の人 と の交流が 「あま
り 盛んで、なし リ 「全く 盛んでなし リ と 答えている。
地域 と 家庭の連携は難 しい状態にあ る のである。
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こ う した現状を受け， 学校や地域において様々
な取 り 組みがな さ れて き た。 学校は， 保護者の理
解 と 協力 を得 る た め， ["授業参観」 と い う 形で授業
を公開 し， 学級懇談や面談 と い う 形で話し合いの
場を設けてき た。 加 えて， 学校評議員の制度を実
施 した り ， 総合的な学習 の時間 を 中心に地域学習
を行っ た り しなが ら 地域 と の連携を意識 した実践
が な さ れている。 ま た， 後述する 山形県戸沢村‘で
は， 地域が主体 と なっ た学社融合の実践がな され
ている。
しか し， 例えば判交 一 家庭の連携では， 多 く の
学校で学級懇談会への参加者が少ないな どの課題
を抱えてお り ， 十分な連携が行われている と は言
い難い現状があ る。 家庭 地域については保護者が
社会への参加に対 して消極的であ り ， 地域に対 し
でかかわろ う と していない。 学校 ・ 家庭 ・ 地域の
いずれかの連携が十分に機能せず， 三者が一体 と
なっ た教育には杢 っ ていない特交が多い。 そ う し
た現状をふま え， 学校が核 と な り ， 家庭や地域が
連携 した学習活動が必要であ る 。
(2) 研究の 目 的
本研究では， 子 ども た ち に 「社会力」 を育むた
めのカ リ キュ ラ ム を検討してし 1 く o ["社会力J と は，
「生き る力J の 中 で も ， 他者 と かかわ り なが ら 主
体的に問題を解決 してい く 資質や能力の部分を強
調 した も のであ る と 捉え る こ と ができ る。 現代社
会が抱えている家庭や地域の教育力 の低下や子 ど
も たち の コ ミ ュ ニケーシ ョ ン能力の不足 と いっ た
問題は， 他者への関心が薄れて き た結果 と も言え，
その解決のためには， ["社会力」 を育て る こ と を意
識 した実践を行っ てい く 必要が あ る と 考え る 。
門脇は， I社会力」 を育て る には， I他者 と の相
互行為を重ねる こ と J が必要であ る と 述べてい る。
つま り ， よ り 多 く の人 と かかわっ てい く こ と が，
子 ども たちの社会力 を高める こ と につながっ てい
く と言 え る。 子 ども た ち を取 り 巻 く 大人たち， 保
護者， 教師， 地域住民が， 子 ども たち の 「社会力」
を育ててい く と い う 思い を共有 し 連携 してい く
こ と が必要に な っ て く る と 考え る 。
よ り 多 く の人 と かかわ る こ と の で き る 学習 を
実現す る た めに， 地域住民や保護者 と 共に学んで
い く 学習にする こ と を考え， 総合的な学習の時間
におけ る地域学習 を実践領域に設定 した。 前述の
よ う に， 保護者の地域や朝交に対する かかわ り が
薄れている と し づ 課題をふま え， 保護者が授業に
参加する 「学習参加J を積極的に取 り 入れてい く 。
学校 ・ 家庭 ・ 地域が連携 し， 人 と の関わ り を大切
に した学習 を提案 し た い。
(3) 研究の方法
先行実践 と して， 学校が中心 と なっ た連携の事
例である 「保護者の学習参加」 と 地域が中心 と な
っ た実践例 と して山形県戸沢村の 「通学合宿J に
ついて検討し， 学校 ・ 家庭 ・ 地域が連携する学習
の在 り 方を考察する。 来年度は， こ の提案を基に
し て実践を行い， 成果や静題， 改善点をま と めて，
よ り 効果的な学習 の在 り 方を提案する 。
2 先行実践の検討
( 1) 学校を軸 と し た連携 ~学習参加の事例~
学習参加の実践事例 と しては， 新潟県小千谷市
立小千谷小学校 と 神奈川県茅ケ崎市立浜之郷小学
校があ る 。
小千谷小学校での学習参加の実践は， 1996 年に
始ま っ ているo 当 時の校長の提案に よ り ， 月 1 回
の授業参観を参加型の 「学習参加J に切 り 替え，
全校体制で実施 している。 布川治夫 (2001) は，
子 ども に と っ ての 「学習参加J のよ さ と して， 学
習活動の充実に加 え， I担任 と 違っ た人柄や専門的
な力 に触れ， 新 しい見方や感性が育つJ I教室や学
習 に様々 な人が加わる こ と で， しっ と り 安心で、き
る 人間 関係が育つJ I保護者 と の コ ミ ュ ニケー シ ョ
ン が深ま り ， 人 と の接 し方が上手にな り 家族 と の
つなが り が深ま る J と い っ た点を挙げている。 こ
れは， 多 く の大人 と 接する こ と で， 子 ども たち の
社会力が高ま っ てい る と 見 る こ と が でき る。
浜之郷小学校は， 1998 年に創設 さ れた学校であ
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る。 「学習参加」 の実践は， 創設 と 同時に校長の発
案に よ っ て始め られたo 授業参観の際に保護者が
学習に参加する 形式か ら始ま り ， よ り 効果的な学
習 ができ る よ う に 日 常の授業においても必要に応
じて 自 由 に学習参加 を行 う 形式に変更 された。 学
習参加の効果を認め， 児童の学習 を よ り 充実 した
も のに してい く ために， I学習参加」 を 日 常的な取
り 組みに したも の と 考え られる。 「聞かれた学校j
である こ と は， 保護者や地域と の連携を進める う
え での前提条件であ る。
佐藤学 (2000) は， I�学習参加』 は， 教師 と 親
は協同の活動 を と お して連帯 し合い， 親たち も 自
主的な協力 を と お して連帯を築き あ っ てい る。 J と
指摘 している。 これは， I学習参加」 が， 学校 ー 保
護者の連携だけでな く ， 保護者相互の連携を促進
する も のである こ と を示 している。 「学習参加J は，
子 ども たち の社会力 を高める と 同時に， 保護者の
社会力 を高 め る も ので、も あ る と 考え られる。
(2) 地域 と の連携の事例
山形県戸沢村では， I戸沢共育プラ ン」 を策定 し，
学社融合の実践を進めている。 こ う した取 り 組み
は， I地域の社会力 」 を高める ための手立て と して
位置付け られている。 代表的な取 り 組み と しては
「通学合宿J が挙げ られる。 公民館等で子 ど も た
ちが共同生活を送 り なが ら， 学校に通学す る と い
う 体験学習であ る。 戸沢村では， 2002 年の古口 地
区か ら始ま り ， 村の全 16 中 14 地区で実施 さ れて
いる。 炊事， 買 い物， 掃除な どを 自 分たち で行 う
と と も に， 地域の家庭を訪問 して 「も ら い湯j を
経験する。 こ の よ う に， 地域の人 と 関わ り なが ら ，
子 ども た ちが力 を合わせ 自 分た ち の力 で生活する
経験をする。 通学合宿は， 地域が主体 と な っ て運
営 さ れてい る も のであ る。 こ の体験に よ っ て子 ど
も たちは， 家族の大切 さ に気付く と と も に， 地域
の大人 (特に高齢者) と の コ ミ ュ ニケ}シ ョ ンの
機会を得る の で あ る 。
3 実践 と結果 (明 ら かにな っ た こ と )
(1) 学習参加について
小千谷小判;交， 浜之郷小学校の両校の多 く の保
護者の感想に共通 している のは， I学習参加J に よ
っ て 「 自 分の子 ど も だけでな く ， 他の子に も 目 を
向 け る よ う に な っ たJ と い う も ので あ る 。
授業の中で保護者は， 個人やグループ支援の役
割 を担っ た り ， 子 ど も と 同 じ立場で学習 した り す
る。 前者の活動では， 学習支援 と い う 役割から，
自 分の子 ども だけでな く 他の子 ども も支援する こ
と が求め られる。 ま た， 後者の活動では， 子 ども
た ち と 考え を交流する場面を設定する こ と で， 自
然に多 く の子 ども たちの考えに触れる こ と になる。
こ う して保護者も 自 分の子 ど も以外の子 ど も た ち
と 接 し， 交流する機会を得る こ と で， それぞれの
子 ども たち の よ さ に 目 を向 け る こ と にな る のだ と
考 え る 。
両校の実践か ら ， 学習参加におけ る 保護者の参
加 の形態は， 以下の 4 つに分類で き る。
①ゲス ト テ ィ ーチ ャ ー と して参加する。
②校外での見学等に付き 添 う 。
③個人やグループの支援な どの役割 を担 う 。
④子 ど も と 同 じ立場で子 ども と 同 じ活動を行 う 。
よ り 多 く の保護者に参加 し て も ら い， さ ら に社
会力 を高める と い う 目 的 を達成する ためには， 参
加 に 当 た っ て特別 な知識や経験 を必要 と し ない
「子 ど も と 同 じ立場で子 ど も と 同 じ活動を行 う 」
形態、が最も 効果的 であ る と 考え る 。
(2) 戸沢村実地調査 (201 1 . 1 1 .  3) か ら
「通学合宿」 は， 過保護な保護者が増え， 子 ど
も た ち にた く ま し さ が不足 してき ている現状に対
し， 自 立生活を通 して 「社会力」 をつけたい と い
う 地域の思いから生まれた。 地域の中高生も協力
し， 子 ども たち は多 く の坤蛾住民， しかも異年齢
の人々 と 関わる のである。 「通学合宿J を経験 した
中高生が， 地域の小学生のために 「通学合宿」 に
協力する姿は， I社会力」 が高ま っ た姿で、あ り ， こ
の実践の成果 と 言 え る だろ う 。 多 く の地域住民 と
のかかわ り が， 子 ど も たち の社会参加を促 し， 地
域の活動に積極的に協力する人材を育てている。
し か し， 実地調査では， 一部の保護者が通学合
宿に参加 させる こ と に消極的であっ た り ， 大人が
すべてお膳立て して しま っ た り する例な ど も 聞 か
れた。 学回出合が進んでいる 戸沢村において も ，
地域 と 保護者の連携に課題があ る こ と が浮き彫 り
と な っ た。
4 考察
以上を踏ま え， 社会力 を高め る ための総合的な
学習 の時間の全体計画を作成 し た。 ( 図 1 ) 
本計画の特徴は以下の 4 点で あ る。
①社会力 を高め る と し 1 う 観点か ら， <総合的な学習
の時間 の 目 標) 及び (育て よ う と す る 資質 ・ 能
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力 お よ び態度〉 において他者 と のかかわ り に重
点 を置 き ， 目 標を設定 した。
② 「学習参加j を取 り 入れる こ と で， 人 と かかわ
る機会 と相 手が増える。 これに よ っ て学校 ・ 保
護者 ・ 地域の連携を実現す る 。
③学習に参加 した保護者 と 教師が共に子 ど も の活
動 を見取る こ と で， 子 ど も を見つめ る 目 を増や
し， 保護者の 目 が他の子 ども に も 向 いてい く よ
う に した。
④保護者や地域 と 連携す る た め， 校内における連
絡 ・ 調整の体制づ く り を整 え る こ と を覇見 した。
5 到達点 と 課題
(1 ) 到達点
保護者の 「学習参加J は， 子 ども たち の コ ミ ュ
ニケ}シ ョ ン能力 を育てる こ と に有効に働 く こ と
が分かっ た。 ま た， 保護者に と っ て も 自 分の子 ど
も以外の子 ど も に 目 を 向 け る機会に も な り ， 保護
者の社会力 を高 め る こ と に もつなが る。
戸沢村の通学合宿の実践から は， 地域の人 と の
かかわ り を設定する こ と で， 地域に関心を持ち，
地域の人に かかわっ ていこ う と する 子 ど も を育て
る こ と ができ る こ と が明 ら かに な っ た。
子 ども たち の社会力 を育て る ためには， よ り 多
く の人 と かかわる こ と が必要であ り ， そのかかわ
り を実現す る た めには， 学習参加 を取 り 入れた地
域学習 が有効であ る。
(2) 課題
全体計画 を も と に， 来年度実践を進めてい く た
めには， 判交の職員や保護者に趣旨を説明 し， 十
分な理解を得る必要があ る。 ま た， 現在の総合的
な学習の時間のカ リ キュ ラ ム を見直 し， よ り 多 く
の人 と かかわる こ と のでき る カ リ キ ュ ラ ム に具現
化 してい く こ と が重要で あ る 。
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3 がんば り ぬく た く ま しい子 り よ く 問題を解決 し よ う と する。
〈育てよ う と す る 資質 冒 能 力 お よ び態度〉 〈内 容〉
3 ・ 4 年 5 ・ 6 年 学習対象 学習事項
- 課題を解決する ため， - 静題を解決するため， 他
域地
地域の祭 り と その - 地域で続いてきた祭 り と
F也 他者 と 共同する。 者に 自 ら働きかける。 伝統を守る人々 その よ さ
や
者
- ふる さ と の よ さ に気{寸 - 身近な環境 と のかかわ り の - 伝統の大切 さ と祭 り を支え
社L:>. き， 鮒蛾の人 と進んで を考え， 保護者や地j撲に 伝統 る人々 の思いコ=ミ
かかわる。 改善策を提案する。 地域の 自 然や文化 - 地域の 自 然や文化財の よ さ
- 自 らの行為について意 - 自 らの生活の在 り 方を見 横 財のすばら し さ と や大切 さ
自 思決定する。 直し， 実践する。 断的 文 保 護 に 尽力 す る - 保護に尽力 している人々 と
分
身
自 - 闘標を設定し， 課題の - 目標を設定 し， 課題の解 化 人々 その思い
解決に 向 け て行動す 決に向けて積極的に行動 身近な水潔境 と そ - 環境払噛 と 自 分たちの生活
る。 する。 環 こ で起き ている環 と のかかわ り
- 対象 と のかかわ り の中 - 身近な問題状況の中から 題課 境 境問題 - 環境の保全やよ り よい環境
から課題を選択する。 課題を設定する。 の創造のための取 り 組み
勇法 - 解決の見通 しを持ち， - 解決の方法や手)1僚を考え， 自 分た ちの消費生 - エネルギー問題 と 自 分たちニE計画を立てる。 計画を立てる。 ネ 活 と 資源やエネノレ の生活 と のかかわ り
ノレ- 相手や 目 的に応じて表 - 相手や 目 的に応 じて効果 ギ ギーの問題 . j:似戒の!Jí'i1数を生か した新エ
現する。 的に表現する。 ネルギーの提案
〈今年度の主な学習活動〉
学習活動 〈指導方法〉 〈学習の評価〉 〈指導体制〉
3 年
- 新庄祭について知ろ う
. I学習参加」 を取 り - 学習 に参加 した保護 - 保護者射似或 と の連- 山車 と キ端子を発表 して， 祭
地域の伝統
り の よ さ を伝えよ う 入れ， 僻護者， 地蛾 者 と 連携 し た 見取 絡 ・ 調整の体制づく
- 新庄の 自 然や文化財の よ さ を
の人 と 連携し， 人 と り り
4 年 知 ろ う の かか わ り を多様 - ポー ト ブォ リ オを活 - 運営委員会における
自 然 ・ 文化 - 新庄にある よいものを地域の 化 させる 用 した評価の充実 連絡調 整 と 担任外
人に知 らせ よ う。 - 児童の課題意主設を連 - 観点目IJ学習状況を把 の 教職員 に よ る 支
- 指首野川の生き物や水質を調 続発展 させる支援
援 す る た め の評価 援体制の確立
5 年 べよ う - 児童が試行錯誤しな
- 学年会 と 学年部会で環境 - 指首野川をきれいにする方法 が ら 学ぶ 体験活動 規準の設定
を提案 し よ う の重視 - 学期末， 学年末にお の 実践 と 情報 の 交
6 年 - 自 然を利用 したエネルギー問 - 言語を中心と した表 け る 指導計画の評 流 を行 う
エネルギー 題の解決方法を提案 し よ う 現の場の設定 価 と 見直 し
図 1 . 総合的な学習の時間全体計画
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